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小山市教育委員会会議録 

（令和７年７月定例会） 

１．会議の日時及び場所                                                       

 日時 令和７年７月２３日（水）午後２時００分～午後３時７分 

 場所 501・５０２会議室 

 

２．会議の組織人員 

 人数 6人 

 

３．出席委員 

 教育長            濱 口 隆 晴 

 １ 番             岩 井 正 夫 

 ２ 番             荒 井 友 子 

 ３ 番             奥 中 栄 二 

 ４ 番                大 橋 雅 子 

 ５ 番                 高 橋 真 美 

 

４．説明のため本会議に出席した職員 

こ ど も 未 来 部 長   上 野 信 茂 

こ ども未 来 部 次 長  宮 田  悟（欠席） 

生 涯 学 習 部 長  篠 原  正 

生 涯 学 習 部 次 長  渡 邉 正 樹 

教 育 総 務 課 長  日 高 恵 子 

こ ど も 政 策 課 長  田 中 秀 和 

こ ど も 教 育 課 長  佐 山 幸 代 

青 少 年 支 援 課 長  井 口 信 行 

子育て家庭支援課長  櫻 井 和 代 

保 育 課 長  中 林 健 一 

学 校 支 援 課 長 酒 寄 広 子 

生 涯 学 習 文 化 課 長  望 月 秀 展     

文 化 財 課 長  星 場 崇 徳 

生 涯 ス ポ ー ツ 課 長  篠 崎  武 

中 央 図 書 館 長  江 藤 和 枝 

博 物 館 館 長  佐 久 間 弘 行 

教 育 研 究 所 長  和 久  真 
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５．書記 

 教育総務課教育総務係長  前 田 千 穂 

 教 育 総 務 課  田 崎 淳 子 

 

6．会議事項 

（１）報告事項 

①教育長 

②教育長職務代理者 

③事務局 

ア こども未来部部長 

イ 次長 

ウ 生涯学習部部長 

エ 次長 

オ 教育総務課 

・寄付受入れについて 

・叙位叙勲の伝達について 

カ こども政策課 

     ・令和７年度 広島平和記念式典中学生派遣事業について 

     ・令和７年度 小山市中学生ケアンズ派遣事業について 

    キ 生涯学習文化課 

     ・第３回おやま市民大学「手と心でつなぐ小山のまちづくり」 

      ～音のない世界でのコミュニケーションを体験してみよう～の開催について 

 

（２）審議事項 

（学校支援課） 

議案第１号 小山市学校給食食物アレルギー対応委員会委員の委嘱について 

（生涯学習文化課） 

議案第２号 小山市社会教育委員の委嘱について 

（文化財課） 

議案第３号 小山市国史塚琵琶塚古墳、摩利支天塚古墳整備委員会委員の委嘱に

ついて 

（中央図書館） 

     議案第４号  小山市立図書館協議会委員（補欠委員）の委嘱について 

  （こども政策課） 

     議案第５号  令和 8年度使用教科用図書の採択について 
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〇日高教育総務課長 

 それではお時間になりましたので、ただいまより、令和７年度７月定例教育委員会を始めさ

せていただきます。濱口教育長お願いします。 

〇濱口教育長 

はい。それでは改めまして、皆さんこんにちは。ただいまから、７月の定例教育委員会を始め

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。まず教育委員の皆様におかれましては、７

月３日から４日にかけて下都賀地区市町教育委員会連合会というそれぞれの市町の教育委員

会の連合会なのですが、宮城県白石市にあります学びの多様化学校、いわゆる不登校特例校

という学校の視察に行っていただきました。私の方は、県への要望と重なってしまって行けな

かったのですが、大変ご苦労さまでした。 

それから２つ目は、先週の７月１７日に、小山市の地域クラブ活動推進協議会という会があり

ました。小山市の部活動の地域展開・地域移行に関する会議を行いまして、担当の方から現在

の状況についての説明をしてもらいました。各委員の方から意見などをいただいたのですが、

現在小山市の地域移行については、文科省が言っている、各学校１つ以上の部活動の土日の

地域移行はすでにできている状態です。来年度以降、６年間にわたってさらに実行期間が設け

られるので、この６年間の間にまた更に進んでいくのではないかというふうに思っております。

いろいろな形の地域移行を組み合わせながらやっていくというのが小山の考えです。 

それから、３つ目は先週の土曜日、７月１９日にこどもまんなかラウンドテーブルという会議

がワークショップの形で行われました。教育委員の皆様、ご参加いただき本当にありがとうご

ざいました。私も出席していまして、こどもたちの成育にいろいろ携わる団体や支援する団体、

企業等たくさんの人たちが集まりまして、オール小山となった際にはすごい数の人たちがいる

ということを改めて実感した次第です。これから、こどもまんなかラウンドテーブルの方たちと

一緒になって、こども達の成育を支えていこうという動きが、小山市の中でも強くなっていく

のではないかというふうに思っております。 

それから最後ですが、お手元に公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別

措置法等の一部を改正する法律案の概要がいっていると思います。教員の希望者がものすご

く減少しているということに対して、国の方で何とかしなければいけないということで、教員

の処遇改善と働き方改革を一体化して進めるという意味の説明を全国の理事会等で受けまし

たし、正式に新聞発表等もされました。内容を簡単に説明しますと、来年の１月から教員の給料

の中の教職調整額という、給与の一部として本給の４％が支給されていたのですが、その割合

が１％上がりまして、５％になります。来年の１月の給料からです。さらに１年経つとまた１％増

えて６％、その次の年はまた１％というふうに次第に上がっていきまして、４％が最終的には１

０％になります。それから、担任の先生に手当ということで、月３０００円ぐらいだと思うのです

が支給されるようになります。またそれに伴い、給料を上げるから市教育委員会と学校は働き

方改革について、こういったことをしっかりやりなさいというようなことも出ておりまして、教
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育委員会も学校も、来年令和８年４月からそういった働き方改革に関する義務が生じてきます。

このようなことがこの資料に記載されておりまして、そういったものも学校の方にお知らせを

したところです。目まぐるしい７月の動きだったのですが、このような大きな流れがあったとい

うことをお話しておきます。続きまして、岩井委員の方からお願いします。 

〇岩井委員 

私の方も先ほど教育長さんの方から話が出ました、７月３日・４日の下都賀地区教育委員会

連合会の学事視察の事業について報告させていただきたいと思います。宮城県の白石市とい

うところにあります、白石きぼう学園という小中一貫校の不登校の学校を視察することができ

ました。そこの教育長さんの、非常に熱い熱のこもった説明をお聞きすることができました。最

近、下野新聞にも、来年ぐらいに那須塩原市に文科省指定の不登校特例校が設置されるよう

な記事が載っておりました。先月の学校長との懇談会におきましても、不登校児童の増加の傾

向もありまして、小山市にはアルカディアがありますが、やはり例えば学校再編によって統廃

合された校舎等を使うことも考える余地もあるかと思いますので、もっと規模の大きい受け

入れができる箱作りをすることが、少しでも不登校問題の解決に繋がるような方策になってい

くのではないかという印象も受けました。以上報告させていただきます。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。続いて上野部長お願いします。 

〇上野こども未来部長 

はい。先ほど教育長からもお話がございましたが、去る７月１９日１３時からですが、ラウンド

テーブルのワークショップの方に教育委員の皆様も御参加いただきまして誠にありがとうござ

いました。まだプレオープンという状況ではございましたが、たくさんの団体の皆様が来てい

ただいて交流していただき、会終了後には携帯等でお互いの連絡を取り合う様子も見られ、非

常に盛況のうちに終了したと感じております。９月１５日敬老の日がラウンドテーブルの本番に

なるため、今後ともお世話になると思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。以上でござ

います。 

〇濱口教育長 

はい。宮田次長は、他の公務で今日は欠席しております。篠原部長お願いします。 

〇篠原生涯学習部長 

私の方は特にございません。 

〇濱口教育長 

いいですか。はい。続いて渡邉次長。 

〇渡邉生涯学習部次長 

特にございません。 

〇濱口教育長 

それでは報告事項へ入ります。各課からお願いします。教育総務課お願いします。 

〇日高教育総務課長 
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はい。教育総務課です。１ページをご覧ください。寄付の受け入れ報告になります。１番上に

あります、小山第三中学校へ授業用として顕微鏡の寄付がございました。次にこども政策課へ、

KDDIエンジニアリング株式会社北関東支社様とKDDI株式会社首都圏総支社様から現金の

寄付がございました。次に中央図書館へ図書の寄付がございました。２ページをご覧ください。

全部で１４件になります。名称等につきましては記載の通りとなります。寄付は以上となります。

続きまして３ページをご覧ください。叙位叙勲の伝達についてです。死亡叙位が１件ございま

したので、７月４日に伝達してまいりました。詳しい内容は記載の通りとなります。教育総務課

からは以上です。よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。続きまして、こども政策課お願いします。 

〇田中こども政策課長 

はい。こども政策課からは２件ご報告させていただきます。１件目は４ページからとなります

が、令和７年度広島平和記念式典中学生派遣事業についてでございます。５ページをお開きく

ださい。目的としては、平和都市宣言事業の１つとして生徒を広島平和記念式典等に派遣し、

平和活動のリーダーとしての成長を促すことを目的としまして、小山市では平成８年度から実

施しております。野木町は平成２５年度から、結城市では平成２８年度から合同で実施していま

す。期日につきましては明日７月２４日木曜日１４時３０分から結団式を予定しておりまして、現

地研修は８月５日から７日まで、８月２５日に報告会を予定しております。派遣の人員につきま

しては、小山市からは小山市内１０中学校より２年生及び義務教育学校の８年生２７名、その他

野木町・結城市からそれぞれ４名・６名を予定しております。引率につきましては、小山市で団

長１名、指導教諭として４名参加のうち、小山市から２名、計３名としています。小山市の事務

局は、行政総務課２名とこども未来部こども政策課が１名となっております。全体で４９名とな

っております。活動内容につきましては、ほぼ例年通りとなりますが、その中で６ページの（４）

ヒロシマ平和学習プログラムが今年度から新たに実施されるものとなります。内容としまして

は平和学習会ということで、原爆の被害の内容説明と生徒のグループディスカッションが予定

されているということです。その下８番の参加生徒の選抜方法につきましては、各学校から中

学２年生及び義務教育学校８年生の生徒を選抜するという形で選抜しております。費用の方は、

自己負担として５０００円を徴収しております。８ページの方が、小山市の派遣団名簿となりま

す。小山市の団長としまして、小山中学校の林校長先生が団長となっております。９ページの方

は、今後の実施の計画について記載してありますので後ほどご覧ください。 

続きまして１０ページになりますが、令和７年度小山市中学生ケアンズ派遣事業についてで

ございます。こちらは１１ページからご説明いたします。ケアンズにつきましては、広い視野と豊

かな国際性を育み、国際人として必要な基礎的な資質・能力を育てること、また、派遣生徒に

よる発表・報告を通じて他の生徒たちがケアンズ市の理解を深め、国際社会への興味・関心を

高めることを目的としまして、こちらは平成１５年から行っており、今年で１９回目となります。

派遣の期間は令和７年８月１９日火曜日から８月２５日月曜日までの５泊７日間となりまして、
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派遣の団員は中学３年生及び義務教育学校９年生２２名、それから引率者８名となり、こちらは

来年ケアンズ２０周年ということで、２０周年記念の視察等の調査を兼ねた形で国際政策課の

職員が同行いたします。次に１２ページにいきまして、ケアンズの派遣生徒選出方法につきまし

ては、公募による希望者を募り選考会という形で選出しておりますが、（２）にある通り、選考会

として英語によるリスニングテスト、作文を実施しております。こちらは４月２５日に実施し、面

接を５月２５日に実施した後、５月２９日に選考委員会を開き選定を実施しました。こちらケア

ンズの参加負担としましては１０万円程度ということで、昨年度１５万円から５万円ほど引き下

げをしております。次の１３ページの方に派遣の予定が載っておりますが、昨日７月２２日火曜

日に結団式を終了しているところでございます。また１５ページに派遣団員の名簿が載ってお

ります。団長につきましては、絹義務教育学校の中島校長先生でございます。報告につきまし

ては以上となります。よろしくお願いいたします。  

〇濱口教育長 

はい。続きまして生涯学習文化課お願いします。 

〇望月生涯学習文化課長 

はい。生涯学習文化課です。よろしくお願いします。１６ページをご覧ください。件名は、第３

回おやま市民大学「手と心でつなぐ小山のまちづくり」～音のない世界でコミュニケーションを

体験してみよう～の開催についてでございます。２０２５年３月に、手と心でつなぐ小山市手話

言語条例が制定されました。また同年３月に、小山市社会教育委員から小山市における障がい

者の生涯学習推進についての意見書が提出されたところでございますが、その推進について

具体的に取り組みを進めているうちの１つとなります。講演会とワークショップを通して、聴覚

障がいや手話言語について理解を深めていただいて、すべての市民が安心して共生できる小

山市について考えるきっかけになるよう開催するものです。内容についてはご覧の通りなの

ですが、８月９日生涯学習センターで講師２人をお招きして実施する予定でございます。定員８

０名のところ現在５０名の募集がございまして、その内１０名ほどは障がいの方と聞いておりま

す。説明は以上でございます。よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。それでは報告事項の方は以上となりますが、何か今までの説明の中で質問ご意見等

ありましたらお願いいたします。荒井委員お願いします。 

〇荒井委員 

はい。質問ではないのですが、まず広島派遣についての感染症等の対策はここにもあげて

ありますけれども、この時期なので、式典が行われる会場は暑さがすごく心配されると思いま

す。ですので、子供たちの健康面、それを十分に把握していく必要があるかなと思います。どう

ぞその辺りをよろしくお願いしますということが１点で、それからもう１点はケアンズの派遣に

ついてです。先ほどの説明の中で、自己負担金が昨年は１５万だったのが今年度は１０万とい

うことですが、その年によって違ってくるのはなぜかご説明をお願いいたします。 

〇田中こども政策課長 
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１点目の暑さ対策の方は、担当の方にお伝えさせていただきます。ケアンズの費用につきま

しては、昨年度は物価高や人件費の状況によりかかる経費により金額の方が増額したという

ことを伺っております。また、今年度につきましては１５万円が高いということで、国際政策課

と予算決めする際に、負担が減らせるような形ということで金額を決めたと伺っております。 

〇濱口教育長 

はい。上野部長お願いします。 

〇上野こども未来部長 

はい。やはり物価高が非常に大きく影響していまして、現在ケアンズの方ですと、自販機の

ジュース１本が日本円で約５００円かかるというような状況で、やはり海外の物価が日本と比

べると非常に高くなってきている実情がございます。過去の自己負担分はおそらく５万円ほど

だと思うのですけれども、そういった事情がございまして、去年少し金額を上げさせていただ

きました。しかし、あまりにも高いということで、できるだけ負担を少なくという考えのもと今

回このような形で市の補助を多くして、負担額を少なくしたという状況でございます。以上で

す。 

〇濱口教育長 

大丈夫ですか。 

〇荒井委員 

保護者にもやさしいですし、応募するハードルも下がるかなと思います。 

〇濱口教育長 

以前と比べると、日数も１日減りましたよね。連れていく子供の数も以前は２８人ぐらいだっ

たのですが、ぐっと少なくなり圧縮していることは感じられます。現地の物価高の状況はよく

わからないですけれども、部長の言う通りきっと大変なのだろうと思います。ほかにいかがで

しょうか。はい。高橋委員お願いします。 

〇高橋委員 

はい。２つ質問がございます。同じく広島のケアンズ派遣ですが、生徒さんの内訳を見ると

女子の方が圧倒的に多く感じます。興味の対象が男女で違うということもあると思うのですけ

れども、元々の応募数が圧倒的に女子の方が多くてこの比率になったのか、バランスを考えて

なのかというところをお聞きしたいのが１つ。もう１つが、この派遣事業により、その後の生徒

たちの進路の選び方や将来の職業等に影響を及ぼすようなことがあったのかということ等、

将来につながるいいことがあるのかということについてデータがあればお伺いしたいです。 

〇奥中委員 

関連して、１１ページのケアンズの派遣資格の９番に、国際交流に関するボランティア等で小

山市のために貢献しようとする意志をもつ生徒という項目がありますが、実際に例えば事後

のアンケートをとったり、この派遣事業により効果があった等の話は聞いているのでしょうか。 

〇濱口教育長 
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では１つずついきます。まず女子が圧倒的に多いことに関するデータをお持ちの方お願いし

ます。田中課長はもちろんですけど、学校関係者でデータがある方がいればお願いします。田

中課長お願いします。 

〇田中こども政策課長 

昨年度までは、性別による人数のバランスを調整いただいていたようです。しかし、今年度

から選抜の方法を少し変えて、６ページの選出人数の目安というところですが、学級数が４ク

ラス以下の学校は１～２名、学級数が５クラス以上の学校は１～３名ということになりました。

以前は、こちらに性別の要件があったようです。その要件を今年度からなくしたため、女子の

方がこのような事業に対して興味をもっているという結果が反映されたのかもしれません。 

〇濱口教育長 

はい。もともと希望者も女子の方が圧倒的に多いことも要因だと思います。これが１つ目で

よろしいですかね。では２つ目、ケアンズ派遣に行ったことにより進路に影響したという例はあ

ったでしょうかというご質問です。お願いします。 

〇篠原生涯学習部長 

私は以前、国際政策課に１年いたことがあります。以前は、ケアンズから帰ってきた後に、小

山市で活動している国際交流協会に入っていただいて、何年か活動してもらっている子もい

ました。また、ケアンズに行かれた方の中には、国際的にも活動されている方や市の職員にな

った方もいて、確実に成果にはつながっているのではないかと思います。 

〇上野こども未来部長 

私の知る範囲なのですけれど、ケアンズに行かれて、その後大学に行かれた後イタリアに留

学されて、東京大学の大学院に行かれて、今県の美術館のキュレーターになっている方もいら

っしゃいます。やはりこの派遣事業は、そういう海外に行く１つの足がかりや経験の１つになっ

ているのではないかと思います。それと昨日の結団式において、代表であいさつした女の子が

将来学校の先生になりたいと言っており、素晴らしいと感じました。 

〇濱口教育長 

ありがとうございます。県の美術館のキュレーターさんの話になりますが、実はこの間、市役

所へ県立美術館を代表して訪問に見えて、ぜひゴッホ展に来てくださいということで、学芸員

さんとしてお話をされていました。大活躍されているようです。他にもたくさんいると思いま

す。他にありませんか。よろしいですか。 

では３つ目、今の質問と絡んでいるのですが、行った子たちの中でボランティア等で小山市

に貢献することが条件として出ていますが、実際にはどうなったのかというご質問です。これ

も何か例を挙げていただきたいです。先ほどの篠原部長の事例以外でお願いしたいのですが

いかがでしょうか。 

〇奥中委員 

すでにいくつかお話していただいたので、なければ大丈夫です。ありがとうございます。 

〇濱口教育長 
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わかりました。ありがとうございます。では、それ以外に何かございますか。大橋委員お願い

します。 

〇大橋委員 

２点ほど伺います。１つ目はケアンズ派遣事業において、女子生徒が圧倒的に多いという話

が出ましたが、事務局の方も全員女性になっています。やはり何が起きるかはわからないです

し、男子生徒にとっては男性の方がいた方が良いのではないかと思ったのですが、今回の事務

局の人員の選定については、希望なのか推薦なのかを伺いたいです。 

〇田中こども政策課長 

こちらにつきましては、職員分は国際政策課の係の職員配置状況の中で、係の方が全員女

性ということもありましてこういう形になっております。こども政策課の方も、昨年度もケアン

ズに行っているのですが、今回は教育政策係長が参加するという形になっております。 

〇大橋委員 

長期間になりますし、女性だけのところに入っていくのは大変だと思います。ただ、今回の

要望ではないのですが、多少バランスが良い方が海外ということもあるので良いのかなと思

いました。 

〇濱口教育長 

私の方も男女比のバランスについては、次のように考えております。まず団長が男性、次に

指導主任の方が男性、それから３番の先生が女性、そして６番のこども政策課係長が女性とい

うことで、２対２になります。４・５番の国際政策課の方は生徒たちの面倒というのもあるので

すけれど、どちらかというと来年度の２０周年を控えての視察や調査等いろいろな準備のため

に行くということで、別枠から選ばれてきたような感じになります。ですので、実際に指導する

のは男女２人ずつではないかと思います。 

〇大橋委員 

わかりました。生徒たちも女性が多いですし、女性の方の方が話しやすいと思いますので。

ありがとうございました。それからもう１点、１ページの寄付のことなのですけれども、今回こ

ども政策課に現金の寄付が KDDI さんから合計２０万ありました。企業さんから１つの課に寄

付をする事例があまりなかったような記憶がありまして、今回このお金をこども政策課の中で

このように使ってほしいという目的があったのかどうか。もしくは、KDDI さんとの関係の中

で寄付のきっかけとなるようなことがあったら教えていただきたいです。 

〇濱口教育長 

はい。お願いします。 

〇田中こども政策課長 

今回 KDDI の２社からの寄付については、昨年度末に策定したおやまこどもプランの中で

の、こどもの最善の利益というところにご賛同いただいたという理由で、その用途として使っ

ていただきたいということでの寄付として伺っております。また、今回の金額についてなので

すが、ＫＤＤＩの社内に＋αプロジェクトというものがあるようで、こちらは社員の方が会社の
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内外で行ったボランティアなどの社会貢献活動に応じてポイントを付与し、会社がそれをお金

に換えて寄付を行うものです。今回はこのプロジェクトのお金で、小山市の方に寄付をいただ

いた形になります。 

〇大橋委員 

わかりました。ありがとうございます。今回のような寄付が増えていくといいですよね。 

〇濱口教育長 

はい。ほかにいかがでしょうか。 

報告事項につきましては、以上で全て承認という形でよろしいでしょうか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

それでは報告事項は以上といたします。続きまして審議事項へ入ります。 

審議事項議案第１号ということで学校支援課お願いします。 

〇酒寄学校支援課長 

学校支援課です。よろしくお願いいたします。資料は１９ページをご覧ください。小山市学校

給食食物アレルギー対応委員会委員の委嘱についてご説明させていただきます。この委員は

委員会設置要領に基づき委嘱するものでございますが、前回の委嘱期間は令和３年までで、

令和４年から６年までの３年間はコロナ禍により委嘱しておりませんでした。今回の委嘱期間

は令和７年４月１日から令和９年３月３１日までの２年間で、委嘱者の氏名・役職等は２０ページ

の委員名簿案のとおりでございます。委員名簿案で１箇所訂正がございます。小山市立学校給

食となっておりますが、小山市学校給食と訂正をお願いします。資料としまして、委員会設置

要領を添付しております。説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。それでは議案第１号、小山市学校給食食物アレルギー対応委員会委員の委嘱というこ

とですが、この件に関しましてご質問等ありましたらお願いします。はい。奥中委員。 

〇奥中委員 

対応委員については特に意見はありませんが、今まで対応委員会を開いていて、アレルギー

の子はおそらく増えているのではないかと思います。そこで、以前から課題になっているよう

なことがあれば教えてください。 

〇濱口教育長 

課長がまとめている間に私が知っている限りの話をしますけれども、学校に配置されてい

る栄養教諭が足りていないのが現状です。共同調理場の配置基準と単独の調理場の配置基準

というものがありまして、徐々に学校の子供の数が減ってきているため、栄養教諭の増員を要

望してアレルギー対応を細かくしようとしても、栄養教諭の配置が増えません。そのため、１人

の栄養教諭が３つぐらいの学校を担当しながら、アレルギーを持っている児童生徒の保護者の

方と相談をしながら対応しています。何とか増やしてほしいと毎年要望しているのですけれど、
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国の基準も明確に決まっていて、なかなか増えてこないということが私が知っている限りの課

題ではないかと思うのですが、課長の方からほかにいかがですか。 

〇酒寄学校支援課長 

 それぞれ食物アレルギーについて各委員さんから細かく疑問が出ておりまして、その共有を

図っております。細かいことですと、病院からもやしを食べない方がいいと言われていた場合、

大豆もやしとは異なりますかというような疑問点を出して、共通で認識して専門医に相談する

という形でしております。具体的にまとまった大きなものとしては特にございません。 

〇濱口教育長 

はい。ほかにいかがですか。佐山課長お願いします。 

〇佐山こども教育課長 

昨年度まで学校に勤めていたものとしてお話させていただきますと、委員さんたちがおっし

ゃるとおり、食物アレルギーの対応は非常に多岐にわたっております。小山市のアレルギー対

応指針につきましては、平成３１年に策定され、それに沿って行っております。しかし、例えば多

品目にわたるアレルギーをもつ子に対しては、お弁当を持ってきてくださいという話をさせて

いただいたり、あとは乳対応・小麦対応等、指針に沿って安全に子どもたちに給食を提供する

ことについては、それぞれの共同調理場および単独の調理場・学校が、保護者の方としっかり

対話をしながら進めたりしている状況でございます。しかし、先ほど教育長も申しておりました

通り、栄養教諭また学校栄養士が１名で給食の提供、食物アレルギーへの対応、食材の発注・会

計等全てを担っているところも多いので、その負担というところについても非常に課題にはな

っているのが現状ではないかなと感じているところでございます。以上です。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。それでよろしいですかね。ほかにいかがでしょうか。大橋委

員お願いします。 

〇大橋委員 

２０ページの委員名簿なのですが、委員さんに関してはこれでいいと思います。しかし、２番

の先生はクリニック院長と記載されていますが、グリムこどもとアレルギーのクリニックの院長

さんでよろしいのでしょうか。医院名を記載しないよう言われていた場合は構わないのですが、

この名簿だけ見るとどこの医院なのか気になってしまいましたので、その辺りを確認したいで

す。 

〇濱口教育長 

はい。課長お願いします。 

〇酒寄学校支援課長 

大橋委員のおっしゃる通りでございます。 

〇大橋委員 
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 もしかしたら高橋先生の方がご存じかもしれませんが、院長となるとグリムこどもとアレルギ

ーのクリニックの院長だと思います。しかし、医療法人グリムこどもクリニック理事長という経

歴もあるのでどちらなのか疑問に思いまして。 

〇酒寄学校支援課長 

 食物アレルギー専門医委嘱の際の役職については、グリムこどもとアレルギーのクリニックの

院長として委嘱させていただきました。 

〇大橋委員 

はい。ありがとうございました。 

〇濱口教育長 

お２人ともアレルギーの専門医の先生なのですね。はい。他にいかがでしょうか。よろしいで

すか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

はい。それでは議案第１号については原案どおり決定いたします。 

続きまして、議案第２号、小山市社会教育委員の委嘱について生涯学習文化課お願いします。 

〇望月生涯学習文化課長 

はい。それでは２４ページをお開きください。小山市社会教育委員の委嘱についてでござい

ます。社会教育法及び小山市社会教育委員に関する条例に基づき委嘱するものでございます。

委嘱期間は令和７年４月１日から令和９年３月３１日までの２年間となっております。活動は年

３回ほど予定しております。４番の委嘱者は２５ページの名簿の通りでございます。そして資料

につきましては、社会教育法の抜粋と小山市社会教育委員に関する条例を載せております。今

回１５人の方を委嘱しますが、その内９名の方が新任で、６名の方が継続となっております。説

明は以上となります。よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

それでは、ただいま議案第２号に関する説明につきまして、質問等がありましたらお願いし

ます。よろしいですか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

はい。それでは、議案第２号につきましては原案どおり決定いたします。 

続きまして、議案第３号、小山市国史跡琵琶塚古墳、摩利支天塚古墳の整備委員会委員の委

嘱についてということで文化財課お願いします。 

〇星場文化財課長 

はい。文化財課でございます。２９ページをご覧いただければと思います。小山市国史跡琵

琶塚古墳、摩利支天塚古墳整備委員会委員の委嘱についてでございます。こちらにつきまして
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は、同委員会設置要綱に基づき委嘱するものとなっております。前任の任期が６月末となって

おりましたことから、委嘱期間は令和７年７月１日から令和９年６月３０日までとしております。

委嘱されるものの氏名等につきましては、３０ページをご覧いただければと思います。１１名の

委員のうち、１名が新任となっております。その他、整備委員会の設置要綱も添付しております。

説明は以上となります。 

〇濱口教育長 

はい。それでは議案第３号につきまして何かご質問等がありましたらお願いします。はい。奥

中委員。 

〇奥中委員 

委員はこれでいいと思うのですが、地元では古墳をできるだけ早く整備してほしいという意

見が聞かれます。大変なのは私もわかっているのですが、あまり進んでないように感じるので、

その辺りの状況と今後の見通しがある程度わかれば教えていただきたいです。 

〇濱口教育長 

はい。お願いします。 

〇星場文化財課長 

はい。文化財課でございます。その点につきましては、今年度に入りまして整備委員会を開

催しまして、今まで課題とされていた古墳に重機が入ることについての影響の有無、その辺り

について昨年度検証しまして、その結果を報告させていただき、委員会の方の了承を得たとこ

ろになります。現在、現状変更の許可が取れていない状況ですので、この委員会の了承を受け

まして、今後は文化庁と協議をし、まずはそちらの許可を文化庁から得る手続きを進めていく

というところでございます。許可の方が下りましたら、今後の整備の施工方法等につきまして、

またこちらの委員会に諮りながら検討を進め、それに基づいて整備を進めていくという流れに

なります。以上となります。 

〇奥中委員 

結構まだ時間はかかりそうですか。相手があるところなので、いつとはあまり言えないかも

しれませんが。 

〇星場文化財課長 

先ほど申し上げた許可の方が、秋口頃に得られるような形で進めていけるように考えてお

ります。 

〇濱口教育長 

よろしいですか。 

〇奥中委員 

はい。 

〇濱口教育長 

整備委員会の方は私も出席したのですけれど、いろいろ大学の専門の先生から説明を受け

て整備員の方から質問を受ける形で進みまして、非常に大きな一歩が進めたと思います。了解



14 

 

が取れたという説明があったと思うのですけれど、これを基に今度手続きが進んでいくという

ことになりますので。ほかにいかがですか。よろしいですか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

はい。それでは議案第３号については原案どおり決定いたします。 

続きまして議案第４号、小山市立図書館協議会委員の委嘱について中央図書館お願いしま

す。 

〇江藤中央図書館長 

はい。それでは３４ページをお開きください。中央図書館から、小山市立図書館協議会委員

補欠委員の委嘱についてお諮りいたします。小山市立図書館協議会委員の任期は令和６年度

から７年度までの２年間ですが、推薦団体の役員等の変更に伴い欠員が生じたため、小山市立

図書館設置条例第４条の規定に基づき、補欠委員の委嘱をするものです。委嘱期間は前任者

の残任期間とし、令和７年４月１日から令和８年３月３１日までです。今回、補欠委員として委嘱

される方は、３５ページの委員名簿案の網掛けの５名の方です。その他資料としまして、小山市

立図書館設置条例と図書館法、図書館法施行規則の抜粋を載せています。以上よろしくお願

いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。それでは、ただいま議案第４号の説明がありましたが、何か質問等ありましたらお願

いいたします。よろしいですか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

はい。それでは、議案第４号は原案どおり決定いたします。 

それでは続きまして、審議事項議案第５号、令和８年度使用教科用図書の採択につきまして

審議に入りたいと思います。初めに、教科用図書設定委員であります岩井委員から説明をお願

いしたいと思います。よろしくお願いします。 

〇岩井委員     

はい。それでは説明させていただきます。本年度は令和８年度に小・中・義務教育学校の特

別支援学級で使用する教科用図書の採択を行います。小山市立学校図書選定委員会の経過に

つきましては、４月の定例教育委員会において、事務局から報告があったところでございます。

去る７月１１日の第３回目の教科用図書選定委員会におきまして、選定結果が出そろいました。

その結果をこの場で審議の上、最終決定するということになります。選定委員会におきまして

は、学校教育法附則第９条の規定する一般図書について選定事務を進めてまいりました。この

選定結果について説明いたしますが、まずは資料について確認いたします。別冊の議案第５号、

令和８年度使用教科用図書の採択についてをご用意ください。こちらの２ページを見ていただ
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きますと、令和８年度使用小学校および義務教育学校前期課程、特別支援学級用教科用図書

採択一覧表（案）になります。この中でひし形のついているものが、今回新たに追加されて選定

された図書になります。同様に、４ページは中学校と義務教育学校後期課程の一覧表になりま

す。続きまして、６ページをご覧ください。６ページは、今回削除本となるリストで、昨年度の一

覧表にありましたものから削除した図書を記載してございます。続きまして７ページからは、令

和８年度使用特別支援学級用教科用図書研究報告書、小学校および義務教育学校前期課程に

なりますが、それぞれの図書の調査結果が記載されております。こちらの資料につきましても、

ひし形がついているものが新たに選定された図書になります。同様に１４ページからは、中学

校と義務教育学校後期課程の報告書になります。特別支援学級においては、個々の児童生徒

の能力に大きな差があり、また障がいの状況も様々です。そのために、個々の実態に合った教

科指導、生活指導が必要となってまいります。中でも教科指導におきましては、その子の実態

に合った教科用図書が必要になってきます。通常学級の検定済み教科書や文科省著作本も発

達の段階に応じた内容になってはおりますが、特別支援学級の児童生徒の実態は、実際の生

活年齢よりも発達が遅く、幼児期から細かい指導が必要となっております。それを補うものが、

学校教育法附則第９条に規制されている一般図書になります。それでは、今年度の一般図書の

選定状況について説明いたします。資料２ページおよび３ページの黒いひし形が付いた部分が

今年度新たに追加された図書となっております。まず地図は成美堂出版の「知育絵本いちばん

はじめのにほんちず」、理科は西東社の「ぐんぐん頭のよい子に育つよみきかせかがくのお話２

５」。続きまして図工は、偕成社の「ふきさんのクイックおもちゃ大百科すぐできる！即席レシピ」

の３冊になります。続きまして４ページと５ページの中学校と義務教育学校後期課程の一覧表

を見てください。国語は瑞雲舎の「ことばのこばこ」、理科がひかりのくにの「こどもずかん

Mio１２きせつとしぜん」の２冊が追加されています。次に削除本ですが、こちらの資料の６ペ

ージの削除本のリストを見てください。小学校および義務教育学校前期課程で地図の JTB パ

ブリッシング「キッズレッスンBOOK１にっぽんちず」、理科の学研の「ふしぎ・びっくり！？こど

も図鑑９ちきゅう」、図工の NHK 出版「NHK ノージーのひらめき工房レッツ!工作ピクニック」

この３冊につきましては販売終了または供給不能のため削除いたしました。なお、地図「キッズ

レッスン BOOK１にっぽんちず」と図工「NHK ノージーのひらめき工房レッツ！工作ピクニッ

ク」については、今年度使用している児童はいませんでした。また、理科の「ふしぎ・びっく

り！？こども図鑑９ちきゅう」につきましては、今年度使用している児童が１名いましたが、出

版社の方から令和８年度は供給不可という連絡を受けて、追加した図書で代用が可能である

と判断したため削除しました。続きまして、その下の中学校および義務教育学校後期課程につ

いては、国語の東洋館出版の「くらしに役立つ国語」、これは今回追加した１冊です。今回追加し

た図書は、発達段階に応じる難易度の低い図書を採択しました。そして削除する１冊は、文科

省著作教科書と比べた場合に難易度が高く、現在採択している他の図書と内容も重複するこ

とが多いため削除することとしました。なお、削除した本を今年度使用している生徒はおりま

せんでした。以上報告になります。よろしくお願いいたします。 



16 

 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。特別支援学級用一般図書の選定について岩井委員の方から

ご報告をいただいたわけですが、ただいまの報告につきまして、ご意見、ご質問等がありまし

たらお伺いいたします。いかがでしょうか。よろしいですか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

はい。それでは、以上で審議の方は終了となります。それでは、これより採択に入りたいと思

います。なお、教科用図書の採択結果につきましては、小山市教育委員会会議規則１５条に基

づき、全ての採択事務が完了するまで公開しないということになっております。そのため、これ

より秘密会という形をとらせていただいてよろしいかお諮りいたします。よろしいでしょうか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

はい。それでは、小山市教育委員会会議規則第１５条の規定により、これより先は秘密会と

いたします。 

       〔秘 密 会〕 

〇濱口教育長 

それでは、報告事項・審議事項をすべて一通り終わったのですが、全体を通して何か言い忘

れた等がありましたらお願いします。よろしいですか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

はい。それでは事務局の方で何かございますか。 

〇前田教育総務係長 

はい。事務局の方から次回委員会の日程についてご案内させていただきます。次回日時は

令和７年８月８日金曜日午後２時から、場所の方が通常の５階の教育委員会室になるのでよろ

しくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。他に何か連絡事項等がありましたらお願いします。よろしいですか。 

はい。では以上で、７月の定例教育委員会を終了したいと思います。ご苦労さまでした。 

 

                   閉会 午後  ３時   ７分                 

 

 


